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研究成果の概要（和文）：ここ数年、携帯端末の e-ビジネスに与える影響を論じた論文は急激

に増加している。しかし、ほとんどの論文は概念モデルを論じ、ネット情報検索における携帯

端末の影響を包括的に捉える為の解析モデルの研究は皆無と言っても過言ではない。本研究で

は、携帯端末と固定端末を併用するネット利用者のブラウジング行動を数理モデル化し、その

解析を通して複数の携帯端末効果指標を確立、それらを評価するための数値アルゴリズムを開

発した。 
 
研究成果の概要（英文）：  Recently, increasingly many papers have been published 
concerning impact of mobile devices on e-commerce. All of these papers are either empirical, 
qualitative or static in their analytical nature and no study exists in the literature for 
capturing behavioral differences between e-commerce and m-commerce based on a 
mathematical stochastic model. The purpose of this study is to develop and analyze a 
mathematical model for comparing e-commerce via the traditional PC access only with 
m-commerce which accommodates both the traditional PC access and the mobile access. 
The distribution of the number of products purchased by time t and the distribution of the 
time required for selling K products are derived explicitly, enabling one to assess the 
impact of mobile devices on e-businesses. Numerical examples are given for illustrating 
behavioral differences between m-commerce consumers and traditional e-commerce 
consumers. 
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１．研究開始当初の背景 
ネット検索における携帯端末の普及は急

速に進んでいる。Juniper Research (2008) 
によれば、携帯端末を用いたインターネット
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利用者の数は 2008年度においては 5億 7700
万人に上り、2013 年までには 17 億人にまで
成長すると予想されている。携帯端末は、米
国においては PDA が主流であり、日本や韓
国においては主として携帯電話が用いられ
るという地域的特性はあるが、今後、ユビキ
タス社会の実現に伴い、ネット検索における
携帯端末が世界的にその重要性を増すこと
は確実である。 
こうした背景に対し、ここ数年、携帯端末

の e-ビジネスに与える影響を論じた論文は
急激に増加している。しかし、ほとんどの論
文は概念モデルを論じ、その有効性をアンケ
ート調査等によって検証する水準に留まっ
ており、ネット情報検索における携帯端末の
影響を包括的に捉える為の解析モデルの研
究は皆無と言っても過言ではない。 

 
２．研究の目的 
本研究では、携帯端末と固定端末を併用す

るネット利用者のブラウジング行動を数理
モデル化し、その解析を通して複数の携帯端
末効果指標を確立する。さらに、そうした効
果指標を評価する数値アルゴリズムを開発
し、携帯端末の e-ビジネスに与える影響を定
量的に把握する方法論の確立を目指す。 

 
３．研究の方法 
消費者行動の類型として、以下の三つのモ

デルを考える。 
モデルⅠ： インターネットのアクセス機会
ごとに特定の製品に関する情報を収集し、そ
の都度、購買するか否かをある確率によって
決定するタイプの消費者行動 
モデルⅡ： インターネットへの繰り返しア
クセスを通して特定の製品に関する情報を
収集し、情報量がある閾値に達した時に購買
するか否かを決定するタイプの消費者行動 
モデルⅢ： インターネットへの繰り返しア
クセスを通して複数の製品に関する情報を
収集し、最終的に一つの製品を選ぶタイプの
消費者行動 
各モデルによる個別的な消費者行動の集

合体として e-commerce が実現され、時間 T
までに購入される製品の数、或いは、K 個の
製品を売り上げるまでに掛かる時間、といっ
た評価指標を計算するアルゴリズムを開発
し、携帯端末の関与の有無がそうした指標に
どのような影響を与えるかを定量的に把握
する。 
 

４．研究成果 
モデルⅠに関しては、まず、一人の消費者

のブラウジング行動をセミ・マルコフ過程に
よって表現する。すなわち、インターネット
へのアクセスをパソコンのみで行う消費者、
或いはパソコンと携帯端末の双方を用いる

消費者を考え、ブラウジング行動の可能性の
程度に基づいて一日を時間帯に分割し、消費
者タイプと時間帯に依存して単位時間当た
りのアクセス頻度を変化させることにより、
携帯端末の影響を把握できるようにする。状
態 1，2，3がインターネットアクセスをパソ
コンのみで行う消費者の勤務時間帯 (W) 、
家庭における夕刻休養時間帯 (E) 、睡眠時
間帯 (S) を表し、状態 4，5，6 はパソコン
と携帯端末の双方を用いる消費者の同様の
時間帯に対応する。状態 0と状態 7 は吸収状
態で、それぞれ製品の購入決定、製品の非購
入決定を表す。W, E, S における滞留時間は
一般分布を持ち、それぞれハザード関数 で
特徴づけられる。時刻 tに状態 0に居る確率
を求めるアルゴリズムを開発することによ
り、e-commerce における携帯端末の効果を
把握することが可能となった。 
 モデルⅡ・Ⅲに対しては、Shanthikumar and 
Sumita (1984) と Sumita and Shanthikumar 
(1984) によって導入された一般ショックモ
デルの多次元化を図った。すなわち、インタ
ーネットで K個の類似製品に関する情報を検
索し、K 個のどれかについて求める特定情報
が得られた時にその製品の購入を決定する
モデルを考える。第 i日にネット検索を行え
る時間の総和を確率変数 Y(i) とし、その間
に収集される K個の製品に関する情報を K次
元ベクトル X(i) で表す。明らかに、Y(i) と
X(i) は相関関係を持つが、[Y(i) , X(i)]は
独立で同じ同時確率分布を持つ確率ベクト
ル列と仮定する。Y(i) に関する再帰過程を
N(t) とし、第 j 製品に対する必要情報の閾
値を z(j) とすると、購入決定までの時間 Tz
の時間分布を求めることによって、前述した
e-commerceの評価指標の計算を実現した。 
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